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　高校教員は自分の属する学年の学年進行に応
じて自分の専門外の科目を持つことがあるとい
うことと，学年の生徒と教師の関係から見た時
に専門外科目を積極的に持つべきだということ
を，拙稿「高校日本史の指導法－生徒とともに
『時代イメージ』 を作り出す授業をめざして－」
で述べた。私はこの考えに従い，最初の赴任校
で１回，２度目の赴任校で３回，３度目の赴任
校で２回の地理授業を担当してきた。
　地理は，地歴科・公民科科目の中で特殊な科
目だ。地理の教員免許は理学部でも文学部で取
得できるルートがあるから当然かもしれない
が，地形・気候・植生・土壌までの自然地理は，
どう見ても理科である。そこで，高校時代に地
理を選択履修しなかった社会科（地歴・公民）
教師には取り付きにくいものらしい。産業地理
からようやく文系的内容となるが，貿易になる
と政治経済と内容が重なり，こんどは経済が分
からないのでやりづらいという人もいるよう
だ。
　本稿の１つの目的は，専門外科目としての地
理を担当するに当たり私が心がけてきたことを
提示し，多くの社会科・地歴科・公民科の教員
が意欲をもって授業に当たるための示唆をする
ことである。
　もう１つの目的は，私が生徒の実態に合わせ
て取り組んだ地理の授業が，勤務した学力上位
校と学力下位校では全く異なった展開となった
ことを示し，そのことをどう考えるかという材
料を提供することである。学力低位校言い換え
れば「困難校」で，私は相当デフォルメした内
容の授業を行った。そうせざるを得なかったし，
そうすることが生徒のためになることだと思っ
たのである。本稿がそうした検討材料として意
味をもつと認めてくださる読者がおられるな
ら，筆者の幸いとするところである。
　本稿の内容は２つの部分からなっている。学
力上位校でのオーソドックスな授業実践と学力
下位校でのデフォルメした授業実践である。学
力下位校での授業実践については，すでに書い
たことがある（「『困難校』での社会科授業とク
ラスづくり」，教育565号1993年９月国土社）。
合わせて読んでいただくと，生徒の雰囲気や授
業実践の背景が分かると思う。
　なお，実践の時期の順番からいうと，学力低
位校の方が先で，学力上位校の方があとの実践
である。しかし，読者にとっての理解のしやす
さから順番を入れ替えた。
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　学力上位高校は「進学校」ともよばれるが，
そこでの地理は微妙な位置にある。文系生徒で
地理を大学受験科目とする生徒は少ない。そも
そも地理で受験できる私立大学は限られてい
る。私学文系受験希望者では日本史受験者が最
も多く，次いで世界史受験者，地理受験者と続
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く。政経や倫理も，公民科目で受験できる私立
大学が少ないので，地理同様受験者数は少な
い。そして，「探究地理」など受験準備のため
の科目は，３年次に地理専門の教師が担当する
ので，専門外科目の地理の授業は１，２年次の
科目に限られる。したがって地理の授業は受験
プレッシャーを意識せずにすむ授業となるので
ある。
　ただし，理系受験者のセンター試験での社会
科科目として地理が選ばれることは多い。理系
的理屈や記憶すれば事足りる部分の多い地理が
理系受験者に受け入れられやすいからだ。国立
大学を受験する学力を持つ生徒ならば，セン
ター試験の過去問を何度か解けばある程度の点
は取れる。１，２年次の地理では基本的な部分
をきちんと伝えておけばいいのである。
　とはいえ，教科書準拠的な内容を示していく
だけの授業は，学力上位校の生徒から相手にさ
れない。基本的でありながら，深い知識や教養
につながる話がちりばめられている授業を生徒
は好む。重要なのは，地理授業に携わる教師の
好奇心であり生徒との交感力だということにな
る。
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　自然地理は理科の授業である。大地形も小地
形も地球の内的営力と外的営力でできたもの
で，その成り立ちには自然科学的理由がある。
私は自然地理の授業では，図書室の理科関係の
文献にあたることにしている。実は，地理の教
科書や資料集には，ある程度の理科的説明はあ
るものの，根本的な説明はない。そこで，理科
的な根本の話まで掘り下げて説明することを，学
力上位校での授業スタンスとすることにした。
　例を安定陸塊にとる。安定陸塊とは教科書で
は「先カンブリア時代に造山運動を受けそれ以
降は浸食を受けて平坦になった地形である。カ
ナダ楯状地などがある」となっている。しかし，
なぜ造山運動が起こるのかについてはふれてお
らず，地球上にはなぜ陸になる部分と海になる
部分があるのか，陸はなぜ海に沈まないのかと
いう根本的な問題にも何も答えていない。先に
も述べたが理系進学希望の生徒にはこのような
理科的疑問を持つ生徒もおそらくいる。
　こういった疑問に答えるためには，図書館巡
りが必要になる。まず学校の図書室を訪れる。
好都合なことに，学力上位校＝進学校の図書室
はかなり学術的な文献がおいてあることが多
い。もちろん図書室でことが足りなければ，地
域の公立図書館を利用する。
　先ほどの答は「原始地球がドロドロに溶けて
いたとき，重い物質は中心に落ち込んでまとま
り，軽い物質は入れ替わりに表面にのぼってく
る。結果としてドロドロに解けた重い物質でで
きた球の表面を軽い物質でできた膜が包む形に
なる。軽い物質の膜が冷えて固まると地殻にな
る。しかし軽い物質にも比較的重い物質と比較
的軽い物質の２種類がある。性質の似た比較的
重い物質がつながり合って作る表面の膜は薄い
く，性質が似た比較的軽い物質がつながり合っ
て作る表面の膜は厚くなる。地球の表面は，比
較的重く薄い地殻の部分と比較的軽く厚い地殻
の部分が隣り合いながらつながっているように
なる。薄い地殻が海洋地殻で厚い地殻が大陸地
殻である。そして，両地殻の比高は数千ｍ近い。
その後，地球が冷える過程で大気中の雲が雨に
なり地上に降り注ぎそれが海になる。海は海洋
地殻をすべて覆うが，大陸地殻を覆い切るほど
の水の量を持たない。もともとの地球が持って
いる水の量が丁度その程度だったのだ。その結
果，水面下に入った地殻が海洋地殻で，水面上
に顔を出している地殻が大陸地殻となる。一度
大陸地殻と海洋地殻ができ上がれば，ドロドロ
に溶けて入れ替わることはないので，地球上で
は陸は絶対に海に沈まない。」となる。
　造山運動の方は，生徒は地震にかかわっての
プレートテクトニクス理論はよく知っている。
地球内の核エネルギーがマントル対流を起こし
ていることを付け加えればよい。
　次に小地形について，資料集の絵を見ながら
説明するが，河川の浸食・運搬・堆積作用や海
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水の浸食・堆積作用の説明に，生徒がピンと来
ているのかどうかよく分からない。その中でも
とくに説明しづらいのが河岸段丘や海岸段丘で
ある。よくできた画像や動画があればいいし，
大学の実験室でやるような水利実験ができれば
いいのだが，私が実践した10年前は教室にＬ
ＡＮケーブルも敷かれておらずモニターもコン
ピュータもなかった。当然，社会科・地歴科教
室に水利実験設備もなかった（現在もない）。
今回本稿執筆にあたりインターネットで水利実
験の動画を検索してみたところ，いくつか使え
そうな動画が見つかった。各教室にWi-Fi環境
とプロジェクターが完備されていれば，生徒の
理解も容易になるだろう。
　小地形の説明では，生徒の住む地域と学校の
ある地域の説明が大切だ。地理の学習は日常の
生活とつながって理解されなければ，ただの死
んだ知識となってしまうからだ。勤務校は多摩
丘陵Ⅱ面（標高100ｍ）の中腹（標高70ｍ）に
建ち，校門から坂を下ると多摩川の支流が流れ
る谷底平野（標高50ｍ）をなすＶ字谷の地形
が間近にあった。生徒はＶ字谷の川に沿って走
る小田急線沿線と多摩丘陵Ⅱ面から一段下った
下末吉台地面を走る田園都市線沿線と多摩川に
沿って走る南武線沿線に住んでいるから，多摩
丘陵・下末吉台地の説明は不可欠だ。川崎市立
図書館で見つけた多摩丘陵の地質図を生徒に配
り，学校の位置を確認し学校から見える多摩丘
陵Ⅱ面が標高約100ｍ，多摩丘陵が多摩川水系
と鶴見川水系を分ける分水嶺が百合丘駅で，そ
こから八王子に向って徐々に高度が上がり，標
高約200ｍの多摩丘陵Ⅰ面にたどり着く。そし
て，そこを越えると関東山地にあたることを確
認する。古相模川が東南流して作った広大な扇
状地が多摩丘陵で，関東構造盆地の縁にあたる
多摩丘陵がその後隆起する中で古相模川が流れ
を南へと変え，流れから取り残された多摩丘陵
がその後開析されて現在に至る話へとつづけ
る。下末吉台地については，その後の海進で海
底となった場所に，関東山地や多摩丘陵が浸食
された土砂が堆積し平らな海底となったものが
隆起してできた台地だという説明する。これが，
地理の知識を生きた知識とするために，様々調
べた生徒にとっての身近な小地形の説明だ。
　この学校で唯一実験したのは，河川が河口ま
で運搬した粒の細かい泥水が，海水に触れると
すっと海底に沈み三角州などを作ることを確か
めたいと思って行なった実験だった。塩水を入
れたコップと泥水を教室に持ち込み塩水に泥水
を流し込んでみた。実に雑な実験でうまく行か
なかったが，生徒はおもしろがって実験してい
る私の姿を見ていた。教師がおもしろがって
やってみる姿を生徒に見せることは，うまくい
くいかないにかかわらずなんらかの生徒と教師
の関係を作る。私は，パフォーマンスも教師の
仕事のうちだと考えている。
○　「新版 神奈川県 地学のガイド－神奈川県
の地質とそのおいたち－」（奥村清編・コロ
ナ社）
○　「南の海からきた丹沢－プレートテクトニ
クスの不思議 」（神奈川県立博物館編・有隣
新書40）
○　「新多摩川誌」（新多摩川誌編集委員会・河
川環境管理財団）
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　気候について生徒に熱く語ったのは，偏西風
の蛇行の意味と，大陸東部の内陸砂漠の成り立
ち，台風の発生，土壌である。これらはいずれ
も分かりづらい項目だ。いろいろ調べて生徒が
大づかみに理解できるような説明の仕方を工夫
した。
　まず，熱帯収束帯での上昇気流の発生と圏界
面で南北に分かれての極方面への移動の話は，
熱帯地方での１日１回のスコールとつながって
生徒にも分かりやすい。極に向かった圏界面に
沿った上層の気流は徐々に東向きに曲がり出
し，緯度30度あたりで地表に向かい下降する。
これ以上極方面には進まず，赤道に向けて戻り
風となる。赤道地方での地球半径と緯度30度
あたりでの地球半径の長さの差を考え，角運動
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量保存の法則と結びつけると風が東向きに向き
を変えるのは理解される。─ この授業では縄
跳びの縄を教室に持って行くようにしている。
私が頭の上で縄をくるくる回し，半径を小さく
していくに従って速く回る様子を生徒に見せ
る。生徒は大笑いして私を見ている。角運動量
保存の法則が理解できようができまいが，風は
極方面に向かうと地球をくるくると速く回りた
いんだと感覚的につかんでくれればそれでよい 
─。戻り風は，赤道に向かうので今度は東か
らのゆるい貿易風になる。
　ここで台風の説明を入れる。貿易風帯は風が
弱いので，太陽であたためられた海面の熱や発
生した水蒸気や熱は行くあてがない。逆に言え
ば，上空の大気にどこか隙間ができ，海面の熱
や水蒸気が上空に昇ることができれば，貿易風
帯の海面の熱と水蒸気問題は解決することにな
る。そして，上空の大気のゆらぎでできた隙間
に海面の熱や水蒸気が一気に流れ込んで誕生す
るのが台風である。一度上空の大気に穴があけ
ば，広い海面のあちこちから熱と水蒸気が吹き
込んで台風は発達するのである。この台風の説
明は，かなりの生徒を納得させる。
　偏西風に戻る。そもそも地球は西から東に
回っているのだから，地上の風は地球にかき混
ぜられ，西から東に回るに決まっている。赤道
に熱がたまり，極は熱が足りないから，両者を
かき混ぜるために風が起こる。風の南北の流れ
を作るのだ。しかし，先にも書いたように南北
風は東に曲がる。東に曲がった赤道からの風は，
緯度30度程度で下降し，逆に極からの重く冷
たい極風は緯度60度くらいに向かって極東風
となる。
　この30度から60度あたりの間を吹いている
のが偏西風だ。偏西風は，赤道からの東向きの
風にエネルギーをもらい続けているともいえ
る。いずれにせよ，偏西風は吹き続けその流心
はジェット気流となる。速い流れはまっすぐ流
れることもあるが，何かの抵抗を受けるとすご
い勢いで曲がる。曲がってもその先には極東風
と貿易風帯の壁があるから結局偏西風は南北に
蛇行する。蛇行すると蛇行のへこみに突っ込む
形で赤道側と極側から温度の違う空気が押し寄
せる。そして，温度の違う空気がふれあうと蛇
行に沿って3,000㎞にも及ぶ温帯前線が誕生し
温帯低気圧が発生する。低気圧は風を引き寄せ
南北の風を入れ替え，赤道側の熱を極側に手渡
す働きをする。
　ここで，偏西風の蛇行の意味の説明は終っ
た。つぎは，大陸東部の内陸砂漠の説明である。
　偏西風は，海洋のように抵抗のない場所と大
陸西岸では地上でも吹いている。しかし，大陸
上を吹き続けると，地面の抵抗で徐々に風速が
落ち最後は止まる。ヨーロッパ各国に大西洋の
水蒸気と温かさの恵を届けた偏西風もユーラシ
ア大陸を半ばも過ぎると水蒸気も風速も弱ま
る。これがユーラシア大陸東部に乾燥気候帯が
ある原因である。サハラ砂漠など，亜熱帯高圧
帯を原因とした砂漠とは成因が異なる。このこ
とは大陸東部の地表付近では西風が吹いていな
いということも意味する。上空はジェット気流
も偏西風も吹いているが，地上は基本的には無
風となる。その結果として大陸東部で卓越する
のが，大陸と海洋の気温差で生じるモンスーン
となる。モンスーンの説明もできた。
　植生の説明は，ケッペンの気候図の説明と同
時に行なう。植生の説明とともに，土壌の説明
も行なう。要はこういうことだ。植物は枯死す
ると土壌に有機物を与え，有機物の分解の仕方
の違いによって様々な土壌ができる。最もゆた
かな土壌は，半乾燥帯のステップの土壌であ
る。ステップの草は枯れると倒れ，徐々に腐敗
する。その腐敗は適度に進み，年々積み重なっ
てゆたかな土壌になる。これがチェルノーゼム
などの肥沃な土壌である。温帯の土壌はこれに
つぐ肥沃さを持つ。問題は熱帯のラテライトと
冷帯のポドゾルである。熱帯では，枯死した植
物がすぐに分解され，土中の有機物とならな
い。また土中に有機物があっても大量の降雨で
流し出され，土中には鉄やアルミニウム分が残
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された赤くてやせた土壌となる。冷帯のポドゾ
ルはこの反対である。枯死した植物は簡単には
分解されず，蒸発も活発でないため土壌はいつ
も湿っており，枯死した植物は酸っぱく腐敗
し，土中の鉄やアルミニウムなどを溶かし流し
出したやせた土壌を作るのだ。生徒にとってラ
テライトは分かりやすいが，ポドゾルは分かり
にくい。
　最後に，私が唯一成功させた乾燥地帯の土壌
の説明で使った塩の実験について書く。
　コップの底に食塩をまき，その上にグラウン
ドの土を10㎝程度のせる。これを教室に持ち
込み，生徒の見ている前で雨としてコップに水
を注ぐ。あとは，教室の日の当たる場所におい
ておく。１ヶ月もすると，塩の霜柱がニョキ
ニョキと土を突き破って一面に生えてくる。虫
眼鏡で見ると，きれいな塩の結晶が見える。砂
漠の土壌は塩性が高い。乾燥地帯での灌漑農業
は塩害を引き起こす。その説明に使える簡単な
実験である。
○　「地球をめぐる風　私の気象物語」 （中公新
書・広田勇）
○　新版日本の自然〈5〉日本の気候（中村和郎・
木村竜治・内嶋善兵衛著・岩波書店）
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　産業地理では，各産業毎に地球をくるくる回
るように授業を進める。
　１周目は，農牧業である。自然地理で学んだ
気候・植生・土壌と関連付ながら，世界の各地
域の農牧業の特色を学ぶ。
　農牧業の学習にあたり気をつけなくてはいけ
ないのは，新大陸の企業的大規模農業と旧大陸
の小規模家族農業の比較の問題である。歴史的
経過を無視すれば，両農業の比較はその生産性
の高さから大規模農業に軍配が上がり，旧大陸
の小規模家族農業は克服されなくてはならない
ないしは消滅しても構わない農業形態だという
ように生徒たちに映る。問題は大規模企業農業
の歴史的正当性なのだ。大規模企業農業を誇る
南北アメリカ大陸，オーストラリア大陸は，
ヨーロッパ諸国の侵略と入植に伴い，現地住民
から無償で取り上げた土地で行なわれている農
業形態である。旧世界では長い歴史過程で，小
規模家族農業が生み出されてきた。この重みを
忘れてはいけない。
　次に，持続可能な開発目標（SDGs）が世界
的に叫ばれる現在，高度に合理化機械化された
大規模農業の自然破壊機能と小規模家族農業の
環境維持機能にも目を向けなくてはならない。
アフリカなど旧植民地諸国でのモノカルチャー
型農業から自給的農業への移行も同様な問題と
して考えられるべき課題である。
　林業・水産業・鉱業は，経済のグローバル化
の結果，地球上で最もコストのかからない地点
での資源開発の形となった。グローバル化以前
の国内資源を使った国内産業という形は，もは
や過去のものとなった感がある。農牧業同様に，
そうした国内資源の乱雑な扱いが，人類全体に
とってよいことなのかどうか。これも，生徒が
考える課題となろう。
　鉱業は石油・石炭・天然ガス・ウランなどエ
ネルギー問題ともつながっている。福島第１原
発事故以来，地球温暖化問題とも重なり，再生
エネルギーの開発・利用が進められているが，
日本はアメリカとともに，地球温暖化に鈍感な
国，再生可能エネルギー開発に遅れた国になっ
ている。この問題も生徒と考え合いたい問題だ。
　実は，この授業を行ったのは， 3.11東日本大
震災の起こった2011年であった。夏休みに新
潟県を訪れたおりに，柏崎刈羽原発を見学し東
京電力社員から説明を受けてきた私は，東京電
力からもらった資料を使い原子力発電について
の授業を行なうことができた。東京電力の資料
は， 3.11大震災と福島原発事故の前のままの資
料だったが，その資料を福島の状況と照らし合
わせて批判的に使うことで，生き生きとした授
業ができたことを覚えている。
　工業では，日本工業の空洞化問題は避けて通
れない問題である。ものつくりの国が工場を国
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外に移し金貸しの国に変身してきた，結果とし
て日本国民の所得は下がり，国内購買力が落ち
国内で作っても売れないからますます工場を国
外に移す負のスパイラルが起こっている。これ
が，バブル経済崩壊・リーマンショック以来の，
失われた20年の偽らざる姿ではないのか。生
徒たちにとっての切実な関心事は，「大学卒業
後に就職できるか」ということである。大学に
は行けるかもしれないが，その後が不安なの
だ。政権党の主張と批判勢力の主張は真っ向か
らぶつかり合っている。こういう問題を扱う時
に必要なのはデータである。双方の主張をしめ
すとともに，政府作成の資料で生徒が使える資
料を見つけ出し，授業で使う努力も必要だ。
　私が当時使った資料は，経済産業省の工場の
海外移転に関する資料で，移転理由として最も
多くの企業が選んだ理由が，売れ筋のあるアジ
アの国々で直接作った方が効率が良いというも
のだった。言い換えれば，国内では作っても売
れないから作らないということになる。双方の
主張と政府資料を参照するやり方が，主張のぶ
つかる課題を検討する授業における１つの方法
といえよう。
　余談になるが，以前はなかったアルフレー
ト・ウェーバーの産業立地論が最近の資料集に
載っている。産業立地論の文献を図書館で探し
たところ，アメリカで自動車を販売する場合の
「日本国内生産でアメリカまで輸送して販売」
と「アメリカ工場での生産でアメリカで販売」
の比較検討が見つかった。結果は，アメリカは
広いので，アメリカ西部での販売なら日本国内
で生産し安い船便で送ればよい，中央部から東
部ではアメリカで生産し自動車輸送で送ればよ
いというものだった。これがグラフ化され一目
で示されたのは，私にとって驚きだった。生徒
もそれを見て，「すげー」「面白え」とともに感
心し合ったことを思い出す。
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　資料集をざっと見れば，世界貿易の概観は容
易に把握できるが，それだけでは見えてこない
こともある。貿易では「地理統計要覧」（二宮
書店）の表を使って授業をした。
　たとえば，バターの主要生産国と主要輸出国
を比べてみる。生産量の第１位はインドだが，
輸出国10傑にインドは入っていない。生産量
第６位のニュージーランドが輸出量第１位であ
る。また，輸出量・輸入量の多い国を見ると，
ニュージーランド以外は，すべてＥＵ圏の国で
輸出量の多い国が輸入量も多いのである。この
ことは何を示しているのだろうか。
　そもそもバターは生産した場所の近くで消費
される可能性が高い。輸送するにも冷蔵などの
手間がかかる。インドは，たくさん生産するが
輸出はせず，自国内の料理でバターをたくさん
使っているのではないか。ＥＵ内ではものと人
の移動が自由なので，国境を容易に越えて隣国
の店でバターをお互いに買い合っているのでは
ないか。ニュージーランドだけは例外的に，輸
出を目的としてバターを生産しているのではな
いか。このように類推する。実はこのようなこ
とがまとまって書かれている本は簡単には見つ
からない。地理の授業での困難さや不確実さは
ここにあるが，いろいろ考えてみるのは楽しい
し，何らかの形で事実が分かれば大発見とな
る。
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　地誌の授業も厳しい面がある。世界の国々に
ついてまとまって書かれている文献は少ない。
「完結　ナショナルジオグラフィック世界の
国」（全35巻）がほるぷ出版から出されていたり，
いくつかの国について書かれている文献はある
が，「この国はこういう国だ」といった書き方で，
他の国と比較したり地域を俯瞰する文献を見つ
けるのは困難だ。結局，教師が様々な資料を取
り寄せて自分の頭で考えて，１つのイメージを
作り，それを地誌として生徒に示すといった手
段をとるしかなくなる。
　困った私が見つけ出したのが，「日本から見
た世界の諸地域」（河上税・田村俊和著・原書房）
であった。世界を北米・南米・アフリカ・東ア
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ジア・東南アジアなどいくつかの地域に分け，
地域ごとの特性を大胆に提起する意欲的な文献
だった。この本に教えられ驚かされた２つのこ
とを紹介する。
　１つは，太平洋の島々についてである。太平
洋の島々は，標高の高い高島（High Island）と，
標高の低い低島（Low Island）に分けること
ができる。高島は海風が山にあたり雲がわき，
結果として水がゆたかな島である。それに対し
て低島では，基本的に降雨の少ない太平洋で水
の確保に困難を抱えている島である。
　２つは，イギリスはアフリカを植民地とする
が，そこに入植する人は少ない。例外としてケ
ニアのホワイトハイランドとよばれる標高
1500~2500ｍの高地がある。冷涼な気候と伝染
病が少ないため，イギリス人が住みやすかった
のである。
　これ以外にもこの文献から学んだことはいく
つもあるが，地域の簡単な紹介として使わせて
もらった。また，大まかな地域把握としては，
「地理統計要覧」の人口・言語・民族・宗教の
欄を参考にしながら，地域ごとの特色をつかむ
授業を進めた。この作業を通じて私が知ったの
は，アフリカ大陸南部のかなりのところまでイ
スラム教が信仰されている事実であった。
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　学力上位校での授業は，生徒の好奇心をいか
に刺激するかを目的とした。教師がいかに調べ
て発見し，いかにその発見を生徒に指し示すか
が私の授業での工夫の中心であった。しかし，
学力下位校の生徒たちに同じような授業をして
もうまく行かない。
　学力下位校の生徒は好奇心が低く生活経験の
幅も狭い。学力上位校のような授業をしても，授
業に食いついてこないばかりか，内容が理解で
きないと，自分が否定されたような感情を持っ
てしまう。これでは教育が成立しない。
　私は，思い切って教授内容をデフォルメし，
生徒が日頃の生活の中で意識せざるを得ない生
徒の周囲の物事を授業の対象とすることにし
た。こうすると，授業中に生徒に質問をしても
生徒は「知らない」「分からない」と逃れるこ
とはできず，「知ってる，知ってる」と肯定的
に授業を受ける生徒が増えると思ったからだ。
　この実践は，神奈川県立高校再編計画で統廃
合の対象となり今はなくなってしまった横浜市
鶴見区にあった高校での実践である。
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　１学期の最初は縮尺と方位の学習から始める。
生徒は，縮尺や方角・方位が苦手だから，１万
分の１の地図では地図上の１㎝は１万倍して
10,000㎝，100㎝が１ｍだから10,000㎝は100
ｍと黒板で計算する。同じように５万分の１の
地図だと地図上の１㎝は５万倍して50,000㎝，
100㎝が１ｍだから50,000㎝は500ｍと生徒と
一緒に計算しながら学習する。方位については
16方位の図を黒板に書き，生徒に質問をしな
がら，「上は北」「下は南」「右は東」「左は西」
と続け，北東，北西，南東，南西を埋めて行き，
最後に北北東から南南西と16方位を完成させ
る。
　次は地図を実際に使った実習だ。生徒をいく
つかの班に分け，横浜市の地図と神奈川県の地
図を班に１枚ずつ配る。自分の家を地図中に落
とさせ，それが全員できたら，家と学校をもの
さしを使って線でつなぐ。地図上の長さを測り，
さっきの方法で学校から家までの距離を計算し
学校から見た家の方位を定める。
　これが終ると，鶴見駅，横浜駅，菊名駅，新
横浜駅，綱島駅など，生徒が共通に知っている
場所と学校との距離と方位を調べる。通学に使
う鶴見線・京浜東北線・横浜線・京浜急行線・
東横線などの電車の名前や走る方角や駅間の距
離なども調べる。
　このような作業を通じ，生徒に「地図の縮尺
の計算の仕方と16方位の見方さえ分かれば地
図は読めるようになるし，行きたいところにも
行ける」という自信を持たさせることが，この
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授業の隠れたねらいの１つでもある。
?????????????????????
????
　次に，身近な地形の説明に移る。学校の所在
地は，江戸時代の埋め立て地であった。ＪＲ鶴
見線をはさんで海側は大正時代の埋め立てだ
が，鶴見線の山側は江戸時代の町人請負型の新
田埋め立て地である。鶴見駅から鶴見線で通っ
て来る生徒が多いから，途中に見える海側の景
色は大正時代の埋め立て地だと話す。そして，
京浜東北線と鶴見線でぐるりと囲む形になって
いる平地は多摩川鶴見川低地という名であるこ
とも伝える。学校からの帰りに鶴見線で鶴見駅
に向かうと左手に曹洞宗大本山総持寺の山が見
えるが，山は40ｍ程の高さで，12.5万年前に海
底だったところが隆起してできた下末吉台地と
いう名前の土地であること。そして，地の端は
海の波によって浸食された海食崖となっている
ことなども確認していく。なお，下末吉台地は，
台地上がほぼ平で，それをたどると多少の高低
もあるが，鶴見区から神奈川区・港北区へもつ
ながっていることを話すと，かなりの生徒は驚
く。
○　鶴見区史
○　埋め立て地については，横浜市立鶴見図書
館にいくつも資料がある。
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　続いて鶴見川の授業に移る。鶴見川は，42.5
㎞とフルマラソンとほぼ同じ長さを流れる東京
都町田市の多摩丘陵を起点とした１級河川であ
る。生徒は，神奈川県公立高校の旧横浜東部学
区からの通学者が多いので，河川の流域でいう
と，鶴見川水系，入江川水系，滝野川水系にほ
とんどが住んでいる。私が川について知ってい
ることを「あそこの川」「ここの川」などとあ
げていくと，「あーそれね」「知ってる」などと
答えてくれる生徒もいる。
　横浜線で通っている生徒もいるから，横浜線
沿線についても説明する。横浜線は東神奈川駅
から入江川にそって北上し，入江川と鶴見川の
分水嶺をトンネルで越えると，その後は鶴見川
にそって西に向かう。ここで「分水嶺」「流域」
の説明も加える。
　港北区に住む東横線沿線の生徒は，鶴見川の
後背湿地・氾濫原としての低地か下末吉台地上
に住んでいるから，「後背湿地」「氾濫原」の話
もする。
　同時に，小さな鶴見川がなぜ１級河川なのか
についても話す。鶴見川の流域は重要産業の集
積地であり，洪水の被害にあうと日本社会に重
大な影響を与える地域だから国が管理する１級
河川となっているのだ。
　そして，1974年に着工された現都筑区にある
下末吉台地の開発事業としての港北ニュータウ
ン造成についても触れる。都筑区に住む生徒は
少ないが，鶴見川の治水のために遊水池など
様々な工夫をしたのが港北ニュータウンの開発
だった。環境保全の問題も考えてほしいから，
ここで扱う。
　鶴見川の水源にあたる多摩丘陵は，生徒に
とっては体験外の地域である。下末吉台地が海
底にあった時代に，多摩丘陵が浸食されて海底
に土砂が積もった。それが隆起して下末吉台地
となった。多摩丘陵は下末吉台地よりも数十ｍ
高い丘陵だということだけ伝えておく。試験で
は，多摩川鶴見川低地，下末吉台地，多摩丘陵
を段々に表した模式図を描き，それぞれの名前
を記入させる問題を出す。
　生徒に伝えた余談を示す。
　「河川としての鶴見川はもともと暴れ川とし
て有名だった。中流域の鴨居あたりの農家には
昔は洪水のための舟が用意されていたという。
にもかかわらず鶴見川は新横浜駅あたりまでが
感潮域で，塩分を含む感潮域の河川水は農業に
使えない。そのため鶴見川右岸は下末吉台地由
来の水で，左岸は川崎からの二ヶ領用水の水で
灌漑していた。」
　横浜市東部の地形を扱うこれまでの授業で
は，地図帳の横浜市域の地図も使用するが，適
当な縮尺のものがない時は，必要に応じてト
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レーシングペーパーで地図を写し取り白地図を
作るなど独自の努力も求められた。
○　地域防災施設　鶴見川流域センター
○　国土交通省　関東地方整備局　京浜河川事
務所
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　学校を中心として，調べるエリアを広げてき
たが，次に，私たちが使う上水道とつながる地
域を学習対象とした。具体的には，水源となる
富士山北側山麓，道志山地，丹沢山地の学習で
ある。これで神奈川県は湘南地域を残して大方
を覆えることになる。
　横浜市の上水道は，富士山を水源とする桂川
水系（沼本ダム）・丹沢山地周辺を水源とする
道志川水系（鮑子取水ぜき）・相模川水系（寒
川取水ぜき）・酒匂川水系（飯泉取水ぜき）を
水源としている。取水口→浄水場→家庭・企業
の配水図を確認し，取水口での水質と浄水の課
題を学習する。取水口での水質は，取水域の自
然とりわけ降雨を受け止める山林の自然度の高
さによって決まるから，学習は山林・森林の学
習へと進む。
　山林・森林学習は，丹沢山地を例にとる。ビ
デオで，森林による降雨の保水力や浄化力を学
習したあと，丹沢山地の歴史に移る。江戸時代
の森林利用状況，明治に入っての過伐の状況，
大正期の関東大震災による山地崩壊，戦後の材
木需要に対する伐採と針葉樹の人口植林，外材
輸入の増加による国内林業の衰退と続く。具体
的には，外材輸入による林業の衰退は，丹沢山
地でも植林→下草刈り→枝打ち→間伐→主伐
（収穫）という林業サイクルの手抜きとなって
現れた。その結果，針葉樹人工林は荒れ，林内
の下草はなくなり，雨が降ると地表をたたき，
表土がえぐれて水みちができ，保水力が低下
し，少しの降水でも下流域に洪水が引き起こさ
れる事態となった。上水道の水源としての役割
も下がるのである。
　この授業では，丹沢山地に住むクマ・シカ・
カモシカなどの数の変化にもふれ，クマの絶滅
の可能性やシカやカモシカの増加による山林の
食害などについても学習した。
○　丹沢大山自然環境総合調査（神奈川県・
1993〜96年）
○　丹沢大山保全計画（神奈川県・1999年）
○　授業当時には発行されていなかったが，最
新の調査報告として「丹沢大山総合調査学術
報告書」（2007年）がある。
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　神奈川県域を対象とした授業から関東地方を
対象とする授業へと移る。水のつながりをたど
ると，鶴見川は東京湾に，相模川は相模湾に注
ぐから，まず，東京湾と相模湾の違い（地形・
潮流・漁業・環境汚染など）を学習した。
　東京湾は下末吉海進期に古東京湾として関東
地方一円に広がっていた。その後の氷期で海水
面が現在より100ｍ程度低下すると古東京湾は
すべて陸化し現在東京湾に流れ込んでいる川が
すべて合流した古東京川が真ん中を流れ，浦賀
水道で相模湾に注ぎ込んでいた。その時の注ぎ
込みの谷が観音崎沖の水深120ｍほどの谷地形
でそれはそのまま東京海底谷として相模湾・相
模トラフにつづいている。
　そして，縄文海進で再び広い古東京湾が現
れ，その後現在と同じ程度の気候になると，東
京湾は今の形になり，関東平野から運ばれた土
砂の堆積で平均水深17ｍという浅い海になっ
た。一方，相模湾は相模トラフにつづく深い海
であるため，東京湾と相模湾を漁獲の点で比較
すると浅い海の広い東京湾の方が漁獲量が多く
なっている。
　こんな前触れをした上で，地形として関東山
地・越後山脈・那須連山・八溝山地・阿武隈高
地の各山地，関東平野と関東平野の西端の丘陵
地帯としての横浜市域の多摩丘陵・下末吉台
地・多摩川鶴見川低地などがあることを押さえ
る。
　また，東京湾は，学校から歩いて5分で目に
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することができる身近な海でもあった。生徒の
好きなディズニーランドが最奥部にある海でも
ある。そのことも伝えながら東京湾の地形（中
洲や干潟，湾口の狭さ）・水深・季節による潮
流の変化・漁業・海洋汚染（工業廃水・家庭排
水・下水処理水・赤潮・青潮などについててい
ねいに説明を加えながら授業を進める。三番瀬
のバードサンクチュアリの話や盤洲の潮干狩り
の話，東京湾の穴子の話などをして東京湾に親
しんだ。
○　首都圏の水―その将来を考える（高橋裕
編・東京大学出版会）
○　東京湾の地形・地質と水 　東京湾シリー
ズ （貝塚爽平編・築地書館）
○　東京湾の汚染と災害　東京湾シリーズ　河
村武編・築地書館）
○　誰も知らない東京湾―江戸前の海と魚はい
ま（一柳　洋・農文協）
○　東京湾で魚を追う（大野一敏・大野敏夫著・
加藤雅毅編・草思社）
○　横浜市下水道局（現環境創造局）発行資料
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　最後にたどり着くのが，学校に隣接する鉄・
紙・ドラム缶などの産業廃棄物処理関係の中小
企業群，学校から５分程度の距離にある米軍貯
油施設を含む巨大な石油タンク群・ガス工場，
そして学校から見える火力発電所・製鉄所など
の林立する煙突群の解明である。関連して，電
力・ガスなどのエネルギー問題や大気汚染に関
係する交通体系についての学習も行う。
　はじめに京浜工業地帯の成り立ちから学習し
た。４月に行なった埋め立ての歴史とも重なる
が，工業地帯をつなぐように走る鶴見線が大正
末年に創業されたことからも分かるように，京
浜工業地帯は大正から昭和前期の埋め立て地に
形作られた。江戸期の埋め立てとは異なり，浚
渫船方式による埋め立てであること，大型船運
航のために遠浅の海を掘り下げ運河を作ったこ
とから，海の浄化力が低下し海洋汚染もはじ
まったことを指摘した。
　石油とガスの授業では，石油精製の仕組み，
石炭ガスの製造法，石炭ガスから天然ガスへの
転換，東京圏を囲むようにつながる東京ガスの
ガスパイプラインなどについて学んだ。私の高
校の同級生が東京ガスに勤めており，生徒とと
もにインタビューにも行った。普通の大人が知
らないことを知る喜びを生徒と分かち合った。
　電力の授業でも，東京電力横浜第２火力発電
所を訪れ最新式のコンバインドサイクル発電に
ついて学んだり，東京電力の発送電システムに
ついても学習した。電力需要では，東京都23
区がどれほど多くの電力を消費しているか，都
市部住民がどれほど多くの電力を消費している
か，そのために，首都圏以外の福島・新潟・長
野など遠隔地での火力・原子力・水力の大発電
所から山地を貫く大鉄塔群によってどれほどの
電力が首都圏に送られているか，発電と送電が
どれほど自然に負担をかけているかを考えた。
コージェネレーションなど熱効率の高い小型発
電所や，小規模水力発電，太陽光発電，地熱発
電，風力発電など再生可能エネルギーの可能性
についても学習した。
　工業化は都市化を進め交通量を増大させ公害
を発生させる。学校は，川崎鶴見産業道路と京
浜工業地帯の間にあり，教室には空気清浄機が
設置してあるほど大気汚染がひどかった。環境
省・神奈川県・横浜市の大気汚染測定資料や計
画から大気汚染状況の変化や対策についても学
び，都市部での公共交通の在り方や未来の自動
車のあり方についてもふれた。
　学力下位校での授業実践は，このように生徒
の身近なものことから，少しずつ広い問題に広
げ，最後は環境問題について考える授業となっ
た。
○　東京電力三十年史（東京電力社史編集委員
会編） 
○　東京ガス百年史（東京ガス株式会社編） 
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　２校での全くタイプの異なる授業実践を報告
してきたが，私は専門外科目として行なう地理
の授業が好きである。自分の知らないことや知
りたいことを存分に調べる絶好の機会であり，
調べたことが専門の世界史の授業に間違いなく
よい形で跳ね返ってくるからだ。
　また，地理の授業は，世界史や日本史のよう
に，良くも悪くも体系性がない。様々なトピッ
クや課題のどこを取り上げても，地理的な手
法・見方・考え方（どこに，どのように，なぜ）
から分析し総合すれば地理の授業といえるので
ある。そして，その学習内容が生活的にであれ
学問的にであれ生徒に必要な知識として受け入
れられれば，生徒にとって意味のある授業とい
うことができる。目の前に座っている生徒の生
活にとって生徒の将来にとって何が意味を持つ
のか，生徒とともに話し合いながら授業の中身
を決めていく，自由で楽しみのある授業が地理
の授業では味わえる。
　ただし，地理の授業には，今のこの場所のこ
とがすぐに分かるような便利な文献は存在しな
い。地理の授業で扱う問題や課題は，過去のこ
とがらではなく今現在のことがらである。文献
化されるのは，データが整い分析され総合され
たあとだから，研究書になるのには少なくとも
数年かかる。県や市作成の資料は，１年前の
データを伝えてくれるが，それをどう料理する
かは教師にかかっている。最近のようにコン
ピュータ環境が整ってくるとその日その日の生
データをつかむこともできるが，やはり教師が
料理するしかない。このように，地理は教師に
分析と総合という作業を求めるという点で，教
師にとって厳しい科目でもある。
　こうした厳しさ・難しさはありつつも，地理
の授業は面白い。教師である自分自身がよく分
かっていないということを生徒に伝え，それを
生徒が承知した上で授業ができる。生徒ととも
に学問をする感じなのだ。
　本稿の学力下位校での授業は，教科書に準拠
しておらず，世界地理の部分も抜けている，地
理の基本を教えない授業だとの批判を受けるか
もしれない。だが，教科書の語句を暗記するだ
けで試験終了とともに覚えた知識を全て忘れて
しまうというような授業だけにはしたくないと
思い，生徒の生活にとって少しでも意味があ
り，生徒が自分たちの生活とつなげながら授業
にも参加できる可能性を追求して作りあげたの
が，この授業であった。
　授業とは，何か，生徒にとってどのような意
味を持つのか，教師にとってどのような意味を
持つのか，学校教育への公的な締め付けが強め
られようという今，再び問い返したい考えるべ
き課題だと思う。
